
参考資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３０年度当初予算案における主要な施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 部 局 名   

病 院 局  

 

 

 

 

 



 

－総括１－ - - 1 - - 

 

新規事業及び重要事業総括表 

 

 

Ⅰ 総 額 

 

【病院事業会計】 

区分 平成３０年度 平成２９年度 伸び率 

予算総額 ６５,６７２,４５５千円 ６８,０００,７９７千円 △３.４％ 

 収益的支出 ６０,３９２,３６８千円 ６０,４０１,２１８千円 △０.０％ 

 資本的支出 ５,２８０,０８７千円 ７,５９９,５７９千円 △３０.５％ 

 

 

 

 

Ⅱ 主な新規事業及び重要施策                      （単位 千円） 

 

 １ 県立病院の医療機能強化 

 

  Ｐ １   ＡＩを活用したがんゲノム医療の推進 

                                      ３０，９０６ 



新 規  

 - 1 - 

 

がんゲノム医療推進事業費  

 

担当 経営管理課 経営企画担当  

内線 ５９８４         

１ 目的 

  近年、個人のゲノム情報（ＤＮＡに含まれる遺伝の情報）に基づき、個人ごと

の違いを考慮したがんゲノム医療への期待が高まっている。また、国において、

ビッグデータやＡＩを活用したがんゲノム医療提供体制の整備が推進されてい

るところである。 

  県立病院においても、このがんゲノム医療提供体制へ参加することにより、

個々のがん患者へのがん治療の最適化を図り、より有効で安全ながん医療を早

期に県民に提供することを目的とする。  

 

２ 事業内容 

（１）がんゲノム医療の体制整備 （予算額 ７，９０６千円） 

がんセンター及び小児医療センターにおいて、がんゲノム医療提供体制に

おける「がんゲノム医療連携病院」の指定を受けるためのＩＳＯ認定の取得

やデータ保存用サーバーの整備等を行う。 

   

（２）先進医療の実施 （予算額 ２３，０００千円） 

厚生労働省が指定する「がんゲノム医療中核拠点病院」と連携して、先進医

療としてがんゲノム医療を実施する。 

 

３ 予算額 ３０，９０６千円 

 

【がんゲノム医療のイメージ】 

がんゲノム医療

中核拠点病院

がんゲノム

医療連携病院

患者

①受診

②患者説明（検査）

③検体準備

④ゲノム解析実施

⑤レポートの作成

検体

臨床情報

⑥専門家会議開催

（レポート確定）
⑥専門家会議へ参加

（中核拠点の会議に参加）

⑦患者説明（検査結果）⑧治療
（必要に応じて

中核拠点と連携）

レポート

がんゲノム情報管理センター（仮称）

技術支援

・ゲノム情報を集約管理

・ＡＩによるビッグデータの効率的活用、
治療方針決定

がんゲノム医療提供体制


